
    

 

 
 

 研修内容を自分で選んで参加する 

「ビュッフェ型校内研修」 

 Ｂ：校内研修Ⅱ型（課題設定型の研修） 
 

このような教員の姿が生まれました！  

■ 研修で学んだことを自分なりにアレンジして、授業で活用する姿が増えました。 

■ 「ICTの活用事例をもっと知りたい。」という声や「この授業のこの場面で ICTを活用したいが、

よい方法はないか。」というような具体的な相談が増えました。 
 

ビュッフェ型校内研修 

学びたい内容を自分で選んで参加する「ビュッフ

ェ型校内研修」を実施 

 

・ 教員によって ICT 活用能力に差があるため、一律

の校内研修は非効率的である。また、限られた時間の

中でどのように ICT研修を行うかは課題であった。 

・ 研修主催者は、アンケートを実施し、その結果から

強化したい活用場面を５つに分類した。 

・ 教員は、研修計画表を見て、学びたい内容を各自が

選んで校内研修に参加した。 

 「ビュッフェ型校内研修」のポイント  

 教員へのアンケートを行いICT活用能力の現状を把握することで必要な研修内容を精選する。 

 研修計画には内容とそのポイントを示し、各教員が自分にとって必要な研修であるか判断できるようにする。 

 研修は機器の使い方ではなく、授業に活用できるアイディアを提供する。 
 

研修→実践→次のステップへ 

 研修→実践へ 

・ ICTを積極的に活用し、授業実践を行っている。 

・ 教員同士が、機器の使い方を教え合ったり、効果的な

ICT の使い方を相談し合ったりして活用を進めてい

る。 

 実践→次のステップへ 

・ 実践を積み重ねることで「使ってみる」という段階か

ら「効果的に使う」という段階へ移行している。 

・ 各教員が「知りたい」「試してみたい」と思える活用

事例が提供できるように情報収集に努める。 

・ 校内外の効果的な ICT活用事例をまとめた「ICT活

用事例リスト」を作成。教員はそれを閲覧して自分の

実践の参考にすることができる。 

 研修→実践→次のステップへ向かうためのポイント  

 研修主催者は、各教員からの相談に乗ったり授業を参観したりして、ICT活用状況やその課題の把握に努める。 

  「ICT活用事例リスト」は、閲覧したい「教科」「活用の仕方」「主な機能」を選ぶことで簡単に検索ができるよ

うにした。また、後から事例が追加できるようにしてあるため、新しい事例を提供し続けることができる。 
 

 

学校 
モデル 
【B】 

研修番号 ICT活用力 アンケートより 想定される場面 具体的な研修内容 研修日時

1

（提示）

児童生徒に互いの意見・考え方・作品な
どを共有させたり，比較検討させたりす
るために，コンピュータや提示装置など
を活用して児童生徒の意見などを効果的
に提示する。（B-2）

多様な考えに触れさ
せることで、学びを
深めさせたい。

１．「ポジショニング」を活用することで、児童の意見を効果的に提示する方法を紹介

　　します。

8/23

10：30~

2

（協働）

グループで話し合って考えをまとめた
り，協働してレポート・資料・作品など
を制作したりするなどの学習の際に，コ
ンピュータやソフトウェアなどを効果的
に活用させる。(B-4)

協働的に学習を進め
させたい。

２．「Teams」のファイル共有機能を活用し、複数の児童がファイルを同時に編集す

　　る方法と「Whiteboard」を活用する方法を紹介します。
8/23

10：45~

3

（共有）

児童生徒が互いの考えを交換し共有して
話合いなどができるように，コンピュー
タやソフトウェアなどを活用することを
指導する。(C-4)

思考ツールを用いて
考えを整理させたり
アイディアを出させ
たりしたい。

３．思考ツールを活用して、児童が互いの考えを共有する方法を紹介します。

8/23

11：00~

4

（評価）

学習状況を把握するために児童生徒の作
品・レポート・ワークシートなどをコン
ピュータなどを活用して記録・整理し，
評価に活用する。(A-4)

個々の学習状況を把
握し、指導の改善や
評価に生かしたい。

４．音読自動採点の活用方法と画面録画機能を用いる方法を紹介します。

5

（整理）

児童生徒がワープロソフト・表計算ソフ
ト・プレゼンテーションソフトなどを活
用して，調べたことや自分の考えを整理
したり，文章・表・グラフ・図などに分
かりやすくまとめたりすることができる
ように指導する。(C-3)

調べたことを分かり
やすく整理しまとめ
させるために、デー
タをグラフ化させた
い。

５．データを簡易的にグラフ化し発表ノートに貼り付ける方法を紹介します。

随時

ややできる

できる

あまりできない

ややできる できる

あまりできない

ややできる
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ややできる

できる
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できない 【研修のポイント】

・「たのしい算数ウェブ」を活用することでグラフ化が簡単になる

・グラフを画像にすることで発表ノートでも使えるようになる

【研修のポイント】

・ポジショニングのコメントを活用すると他の児童の考えもみることができる

・ポジショニングと発表ノートを併用することで思考の変容を残すことができる

できる

あまりできない

ややできる

【研修のポイント】

・チャットを活用すると対話をしながら制作を進めることができる

・Whiteboardを共有すると協働的な学習に活用できる

【研修のポイント】

・発表ノートで思考ツールを使うことができる

・グループワークを活用することで考えを交換・共有しやすくなる

・グループワーク後は、必要なノートだけ提出させると見やすくなる

【研修のポイント】

・Teamsで音読自動採点機能が使える

・画面録画を行うことで児童の思考の様子を動画で残すことができる

【研修計画表】 

【校内研修の様子】 

【ICT活用事例集】 
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を選んで検索できる 


